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第 5章微分法

三角関数の最大・最小( 1  )  

_ 7[ ¥  f(x)=2sinx+sin2x 

れらを与える z の値を求めよ.

テーマです.
「微分する」という作業を除けば，数学 E で学んだ内容が主たる道具ですから，

忘れていたこと，知らなかったことをその都度，補ってください.
ところで，この基礎聞は数学 E の範囲では解けないのでしょうか?
sin2x=2sinx cosx としたところで f(x)=2sinx+2sinx cosx ですか
ら， / ー を使わないで 1種類に統一することができません.
ということで，微分するしか手がないのですが，解答は 2つできます.

f'(x) =  2  cos x  +cos 2x. (2x)' =  2  cos x  +  2  cos 2x 
(ゆ合成関数の微分: 図 )

=2cosx+2(2cos2  x-l) =2(2cos2  x+cosx-l) 

=2(cosx+ 1)(2cosx-l) 

0む 寸のとき， 0孟cos品 1 だから，

f'(x)=O より 1 π  cos x = z  ・・ x = T  
よって，増減は右表のように

なり，

最大値乎 ( x =
最小値 o  (x = o)  

第 5章微分法

対数微分法

y = XX  ( x > u) を微分せよ.

国 の聞 の①の公式を使って，y'= x 'X X - 1 としてはいけません.
公式①のρはz に無関係な定数でなければなりませんし，また，⑤
の公式を使って，y'=xxlo g x としてもいけません. 公式⑤の G は

z に無関係な正の定数です.

このような形のとき「対数微分法」といわれる手段を用います r対数微分
法」を用いなければ微分できない関数は，大学入試ではあまり見かけないので
すが，これを利用すると計算の負担が軽くなる問題は珍しくありません.
一般に，積や累乗の形をしているものに対しては有効です. たとえば，

演習問題 6 2 (7)などもその例です 聞 のところで確認してください.

〈対数微分法〉
y ={f(x)}ρ{g(x)}q のとき， 両辺の絶対値の自然対数をとると
loglyl=ρlogl  f(x) 1+ q  loglg(x) 1  

両辺れで微分すると す=祭器L+号手
困 loglylの両辺れで微分するとき，y  はz に無関係な定数ではなく ，x  
で表された式です. だから，合成関数の微分の要領で， y をひとまとめに考
えて微分したものに r y をz で微分したものJ，すなわち，y' をかけておかな
ければならないのです. これを図困 1 を用いて表現すると

d u  d .  I  I  U '  一一logly l= :::. .  :_loglν1=子d x  d u  I  U  

となります.

y = XX  ( x > u) の両辺の対数をとると，lo g y =log xX ‘両辺正なので絶対
値を考えなくてよlo g y = xlo g x  し、

両辺を z で微分すると

第 4章極限

無限級数

次の無限級数の和を求めよ.
1  ， 1  ， 1  (  1)  一一一+ 一一一+ ー一一+ …1.3  '  2・4 '  3・5 十山
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図 で勉強したのは 「無限数列」で，この基礎問で勉強するのは「無
限級数」です.
① 無限数列と無限級数の違い

無限数列とは読んで字のごとく，無限に続いている数列，すなわち，
al， a2，…， an，…のことです.
無限級数とは，無限数列の各項を+ 記号でつないだもの，すなわち，
al+a2+ ・・・+ an+ ・・・ のことです.

② 無限級数について
ところで，数列の項を 「全部たす」とはいっても，無限にあるので実際は

そんなことはできません. そこで次のように約束します.
Sn= a l +α2+ ・・・ +αn とおくとき，
lim S n= αならば，

α1+α2+ ・・・+αn+ ・・・ =α ‘このαを無限級数の和という
ここで，Snは「第 n 部分和J，あるいは単に「部分和」とよばれます. (早

い話が数列の和ですが・・・)
n 曲

また，al+a2+ ・・・ + an+ ー・は記号I : を用いて， lim I:αたまたはI :απ
n→∞ k = l  n = l  

とかかれることもあります.
③②からわかるように無限級数の和がほしければ，部分和らを求めて，
li m Sn を計算すればよいのですが，数列が 1 < r < 1 の等比数列のときは，

部分和 Snを求めなくとも公式で和を求めることができます (q ポイント).
この基礎問では， (2)が無限等比級数です.
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第 2 章複素数平面

複素数と回転 (11)

複素数平面上の点 z=3+2i を点 α= l+i のまわりに 60。回転した
点をイとするとき，どを表す複素数を求めよ .

図 は，原点のまわりに回転することがテーマでしたが，今度は，原
点以外のまわりで回転させることを学びます.
回転の中心を原点に持ってくるために，p(z)， 

A(α)， p'(z')とおき，ベクトルのイメージにかきかえると，
A P を原点のまわりに 600 回転すると
A P'になるということ
A P  < =二三 z 一α，AP' z'一α

と考えればよいので， 図 ポイントの公式がつくれます.

z'一α=(z一α)(cos 600  +  i  sin 600 ) だから，
z'=α+(z α)(cos 600 +  i  sin 600 )  

1  + J  3  i  = l + i + ( 2 + i ) - f L  

4-13 ， 3+213 .  一一一2 目 2 • 、、oか桁和いイ作ン外ト ;一
ると，

01 1  3  x  

z'一α= ( z -α)(cos8+isin8)
が成りたつ

複素数平面の原点を点 α=1+2i のまわりに， 45 0 回転してでき
る点 z を表す複素数を求めよ.

第 2章複素数平面

積と商

次の間いに答えよ.

(1)  z l = l +!3i， z 2= 1 + i とするとき，ZIZ2，ムの絶対値と偏角をそ
.G 2  

れぞれ求めよ.
1↓ ./ 1 イ(2)  Z = ーーエ午ー を計算し，sin  15。の値を求めよ.I十 1

複素数の積や商の計算には，極形式が有効に働きます. それは，次
のような関係式が成りたっているからです.

ZI=r1(COsθl+isin81)， z2= r2(cos 82+isinθ2) と表されて i  
いるとき，
Z I Z2=  r 1r 2{C OS  (81  +  82)  +  isin (81  +  82)} 

そ!_=子{cos (81- 82)+  i  sin (81  - 82)} ( ただし，Z 2キ 0)
届 2 r 2  

このことは，次のように表すこともできます.

1 .  IZ1Z21=lz11Iz21， 
arg(ZIZ2)= a r gz1 + a rg z2  

11 .  1ま1=出， 叫(ま)=叫ZIー叫Z2

国 偏角の公式の表す意味は次の通りです.
国 で、学んだ、様に，偏角は無数に存在していますから，Z1Z2の偏角と

(ZI の偏角 + Z2の偏角) が一致するとは| 浪りません. たとえば， argz1=2000， 
argz2=300。とすると arg z 1十a r g z2= 50 0。です. しかしこのようなとき，
図 の闘 によれば 1400 ( =  5000  - 3600 ) と答えてよいので，
arg Z I Z2=  140 0 と答えるわけです. すなわち，この公式は

'ZI の偏角 + Z2の偏角 = Z I Z2 の偏角のうちのどれか 1つ」
という意味をもっているのです.
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第 6章積分法

回転体の体積 (lV)

2つの曲線 y=sinx (0壬z 孟2π)，y=cosx (0孟z 壬2π) について，
次の間いに答えよ.
(1)  2つのグラフの交点の z 座標α，β(0<α< β<2π) を求めよ.
(2) α孟z 孟βにおいて， 2つのグラフで固まれた部分を z軸のまわり
に 1 回転してできる立体の体積 V を求めよ.

(1)  三角方程式 sinx=cosx を解くことになりますが， 2つの方
法があります.

(2)  回転するべき図形は，回転軸 (x軸) の両倶J j にまたがっていま
すから 1 mの要領で式を立てますが，図を見るとある特徴があります.

(1)  sinx=cosx において， cosx=O とすると，
sinx=O となり， sin2x+cos2x = 1 をみたさないので矛盾.
よって cosxキO となる.
このとき，両辺を cosxでわると， tanx=l 

0壬z 壬2π だから， z = i L 互互4 '  4  

α<s だから， α=互 8 = E E4' t-' 4  
( 別解) (数学 rr.B図 :三角関数の合成)
sinx=cosx sinx-cosx=O 

j 2  Sin(X- )=0 

一主語 Z ー互三二7rc だから，xー互 = 0，π4  4  - 4  
π5 π x =---;-4' 4  

α< βより α=互， β=豆互4' t-' 4  
(2)  2 つのグラフで固まれた部分とは， (図I ) の斜線部分で，求める体

白 a 第 6章積分法噛1m 面積 (N)
x y 平面上の曲線 y=sinx と3直線

y=sin8， x = O， x =  
線部分の面積を 5(8) とする. ただし，

O壬θ孟? とする

(1)  5(θ) を求めよ.
(2)  5(8) の最小値とそのときの O の値を求めよ.

面上の」とありますから y=sin8 はヨコ型直線であるということ
です. ここでもう一度確認しておきましょう.
考え方は1 mのポイントにあります.

(1)  5(か fo8(sin8-sinx)dx+tf(SinX-Sin8)dX 
=[Cosx+xsin8]:  - [COS山 S1イ ‘下の図

=2(cosθ+8sin8)一l一f←S凶
=2COS8+(μ2初0ーかin8-1

図 fsin仙 = 一cos8+C と考えてはいけません
idxJ とありますから， 「x で積分しなさい」ということ.
よって， sin8 は 1 とか 2 と同じ定数扱いです. ただし， i  sin8xJ と
かくと誤解されますから， xsin8 とかくか， (sin8)x とかくかのどち
らかです.

園 部分積分法 (V)

ん= f (lOgx)ndx とおくとき，部分積分法を用いて，
In=e-nln-l (n孟2) を示せ.

181 

(logx)n= log x(log X)n-l としてもうまくいきません. 次数を落とすために
は「微分」すなわち， 部分積分ということになります.

置園薗量宰ヨ・B 詣圃画面白
ム= f(x)'(lOgx)n白

=  [x(logx)n]: - f x.n (lOgX)n-l士d x
におぷ二五分:図

=e(loge)nーイ(logx)日山

=e-nln-l 
仙 In=e-nlnー1 (n 2) 

v 一一 i  JC同 x)ndx は，部分積分

f (lOgX)3白= ん= e - 3 12 = e-3(e一払) = 一2e+6Il
= 一2e+6f l O μぬ = - 2 e + 6ト(lO g X -l)]:= - 2 e + 6  
ムゴl f f d z ( n = o，I，2， ) とおくとき，In+l をんで表せ


